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1.  平成23年4月期第3四半期の連結業績（平成22年4月21日～平成23年1月20日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年4月期第3四半期 77,886 4.6 2,976 16.8 3,058 16.1 1,563 4.5
22年4月期第3四半期 74,479 2.5 2,548 △10.2 2,634 △9.2 1,496 △6.0

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

23年4月期第3四半期 147.39 ―
22年4月期第3四半期 141.08 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年4月期第3四半期 39,183 25,016 63.8 2,358.29
22年4月期 38,117 23,773 62.4 2,241.12

（参考） 自己資本   23年4月期第3四半期  25,016百万円 22年4月期  23,773百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年4月期 ― 15.00 ― 15.00 30.00
23年4月期 ― 15.00 ―
23年4月期 

（予想）
15.00 

～18.00
30.00

～33.00

3.  平成23年4月期の連結業績予想（平成22年4月21日～平成23年4月20日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 100,600 2.4 3,435 0.5 3,550 0.5 1,770 △8.3 166.86

Keisuke_Shimomura
新規スタンプ



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸
表に対する四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信【添付資料】Ｐ.５「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】Ｐ.５「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年4月期3Q 10,607,920株 22年4月期  10,607,920株
② 期末自己株式数 23年4月期3Q  137株 22年4月期  20株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年4月期3Q 10,607,810株 22年4月期3Q 10,607,900株
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間における北東北３県の経済状況は、政府の景気対策や新興国

向け需要の拡大等を背景に、一部業種で持ち直しの動きが見られてきたものの、年明け後

は、新興国経済の過熱感や政策効果の息切れ等から、持ち直しの動きは弱まってきており

ます。また、個人消費については、雇用・所得環境に若干の改善が見られたものの、税や

社会保障の改革に関する政治の混迷が続き、将来に対する不安感が依然として解消されて

いないこともあり、本格的な回復には至っておりません。 

当社主力のスーパーマーケット事業におきましては、消費者の節約志向・低価格志向を

背景に業種・業態を越えた企業間の価格競争が続き、経営環境は厳しい状況のまま推移し

ました。 

このような状況の中、当社は「Customers, our Priority.（私たちは いつでも どこで

も 顧客最優先）」の理念のもと、顧客の一層のご支持・ご信頼を得られるよう努めてまい

りました。 

店舗面につきましては、５月に「ビッグハウス湊店」（青森県八戸市）、７月に白銀
しろがね

店

（青森県八戸市）、10月に東バイパス店（青森県青森市）のリニューアルを実施いたしま

した。当社単体の当第３四半期累計期間の主な設備投資は、以下の通りであります。 

店舗名称等 
投資額

(百万円)
開店年月 

ビッグハウス湊店・白銀店・東バイパス店
（リニューアル） 257 平成22年５月・７月・10月 

その他既存店舗（什器備品等） 280 － 

ＩＴ投資 97 － 

合 計 635 － 

 

営業面全般につきましては、顧客満足の向上を目指して、商品力の強化と売場の充実に

徹底して取り組んでまいりました。当期はかつてないほど天候の影響を受けた年であり、

夏場は異常な猛暑・残暑が業績面で大きな追い風となった一方で、年末の特需期は一部地

域で暴風雪に見舞われました。しかし、年末の悪条件にも関わらず、特需期を通した当社

全体の業績としては、概ね順調に推移いたしました。 

商品面では、新規取引先や産地の開拓に努めたほか、年末の特需期には、一部で節約疲

れ傾向が見られるようになった顧客ニーズを取り込むため、グレードの高い商品の売り込

みにも積極的に取り組みました。 

販売促進面では、顧客の節約志向・低価格志向にお応えするために、前期の12月から引

き続き「今月の生活応援価」と題して毎日の生活必需品をお買得価格で提供する企画を実

施しました。そのほか、「大創業祭」などの大型企画を充実させるなど、販促企画の実施

内容や時期に変化をつけて、顧客ニーズの掘り起こしに努めました。 

店舗運営面では、当社が店舗・売場の理想的な姿と考える「強い店の５大要件」「強い

売場の条件」の実現に向けて、当社が最重視している鮮度管理および時間帯別の売場管理

を徹底しました。また、顧客の店舗に対する信頼感が来店客数の多寡という形ではっきり

と現われる年末の特需期には、ごちそう商材の品切れ防止やレジでの待ち時間削減などテ
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ーマを決めて集中して取り組んだことにより、顧客満足の向上に一定の成果を上げること

ができました。 

 

以上の営業施策の結果、当社単体の全店ベースの売上高は前年同期比104.7％、既存店ベ

ースの売上高前年同期比は101.3％となりました。 

当社単体の当第３四半期累計期間の営業状況は、以下の通りであります。 

当社単体 項目 

当第３四半期累計期間 前年同期間 

店舗数（第３四半期末） 47店舗 （前年同期末比 －） 47店舗

全 店 76,573百万円 （前年同期比 104.7％） 73,141百万円店舗売上高 

既存店 72,522百万円 （前年同期比 101.3％） 71,611百万円

全 店 3,554万人 （前年同期比 105.6％） 3,367万人来 店 客 数 

既存店 3,350万人 （前年同期比 101.6％） 3,295万人

全 店 2,154円 （前年同期比  99.2％） 2,172円客 単 価 

既存店 2,165円 （前年同期比  99.6％） 2,173円

全 店 184円 （前年同期比  99.7％） 184円１ 品 単 価 

既存店 184円 （前年同期比  99.8％） 184円

全 店 11.7個 （前年同期比  99.5％） 11.8個平均買上点数 

既存店 11.8個 （前年同期比  99.8％） 11.8個

全 店 41,705万個 （前年同期比 105.1％） 39,700万個総買上点数 

既存店 39,430万個 （前年同期比 101.5％） 38,850万個

 

また、ローコストオペーレーション体制の構築につきましては、人的効率の改善と売場

の充実との両立を目指し、レイバー スケジューリング プログラム（ＬＳＰ）の導入と確

立に向けた取り組みを継続して推進しております。 

なお、その他の事業といたしましては、保険代理店業を営むユニバース興産株式会社の

業績が、前期と同水準の堅調な業績となりました。 

 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における当社グループの連結業績は、営業収益

（商品売上高＋その他営業収入）が778億86百万円（前年同期比104.6％）、営業総利益が

196億47百万円（前年同期比104.2％）、営業利益が29億76百万円（前年同期比116.8％）、

経常利益が30億58百万円（前年同期比116.1％）、四半期純利益が15億63百万円（前年同期

比104.5％）となり、増収・増益を達成いたしました。増収の要因は、既存店の売上高が前

年同期比で101.3％となったことおよび前年の第３四半期に開店した新店２店舗の売上高が

寄与したことによります。また、営業利益および経常利益の増益の要因は、増収に加え前

年同期と同水準の粗利益率を確保することができたことと、当期は新規出店がなく販売費

及び一般管理費の対営業収益比率が前年同期比で0.5％低下したこと等によります。 

なお、四半期純利益の前年同期比が営業利益および経常利益の前年同期比よりも低いの

は、新たに適用された資産除去債務に関する会計基準に基づき、特別損失２億26百万円を

計上したこと等によるものです。 
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(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債および純資産の状況 

（資産） 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ、10億66百万円増加

し391億83百万円となりました。これは主に、短期の資金運用を目的に購入した安全性の

高い有価証券及び投資その他の資産に含まれる投資有価証券が合計で８億83百万円増加し

たこと等によるものです。 

（負債） 

負債は、前連結会計年度末に比べ１億76百万円減少し141億67百万円となりました。こ

れは主に、当期より新たに適用された資産除去債務の会計基準に基づき、資産除去債務と

して期首に５億３百万円を計上したこと等の一方、長期借入金及び１年内返済予定の長期

借入金が合計で８億94百万円減少したこと等によるものです。 

（純資産） 

純資産は、前連結会計年度末に比べ12億42百万円増加し250億16百万円となりました。

これは主に、配当金の支払３億18百万円があった一方、第３四半期純利益15億63百万円の

計上があったこと等によるものです。 

 

② 連結キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期連結会計期間末の連結ベースの現金及び現金同等物（以下、「資金」とい

う。）は、前連結会計年度末に比べ２億90百万円増加し、64億24百万円となりました。 

各キャッシュ・フローの状況を示すと、次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は31億65百万円であり、前年同期に比べて６億52百万円増

加いたしました。これは主に、経常利益が４億23百万円増加したこと、各種引当金の合計

額が１億62百万円増加したことや、前払年金費用の支払額が１億47百万円減少したこと等

によるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果支出した資金は16億63百万円であり、前年同期に比べて支出が11億51百

万円減少いたしました。これは主に、定期預金の預入による支出が５億円増加したこと、

有価証券及び投資有価証券の取得による支出が合計で５億87百万円増加したこと等の一方、

前年同期にあった新規出店が当期はなかったため、有形固定資産の取得による支出が19億

72百万円減少したこと等によるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果支出した資金は12億10百万円であり、前年同期に比べて支出が15億49百

万円増加いたしました。これは主に、当期は資金調達を行わなかったため、長期借入れに

よる収入が17億円減少したこと等によるものです。 
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(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

平成23年４月期の通期の連結業績予想につきましては、当第３四半期連結累計期間の業績

が当初計画を若干上回る水準で、概ね想定の範囲内で推移していることから、現時点におい

ては平成22年５月25日に発表いたしました業績予想からの変更はありません。 

 

２．その他の情報 

(1) 重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著し

い変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高

を算定しております。 

② 固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している固定資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間

按分して算定する方法によっております。 

 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

① 会計処理の原則・手続の変更 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18

号 平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基

準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用しております。これにより、営業利益およ

び経常利益は16百万円減少するとともに、税金等調整前四半期純利益は２億42百万円減少

しております。 

また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は５億３百万円であります。 

② 表示方法の変更 

（四半期連結損益計算書関係） 

ａ． 前第３四半期連結累計期間では「売上高」に含めて記載していた「その他の営業

収入」について、明瞭性の観点から第１四半期連結累計期間より区分掲記しており

ます。なお、前第３四半期連結累計期間の「その他の営業収入」は７億43百万円で

あります。 

また、この区分掲記に伴い、「売上総利益」はその他の営業収入を含めない売上

高から売上原価を控除した金額とし、前第３四半期連結累計期間の「売上総利益」

は新たに「営業総利益」と名称変更しております。 

ｂ． 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）

に基づき財務諸表等規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府

令第５号）の適用に伴い、第１四半期連結累計期間より「少数株主損益調整前四半

期純利益」の科目を表示しております。 
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年１月20日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年４月20日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,022 6,529

売掛金 92 54

有価証券 506 3

商品 2,680 2,375

その他 753 962

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 11,055 9,924

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 8,332 8,398

土地 12,968 13,001

その他（純額） 1,273 1,451

有形固定資産合計 22,574 22,850

無形固定資産   

のれん 133 174

その他 516 578

無形固定資産合計 650 753

投資その他の資産 4,903 4,588

固定資産合計 28,128 28,192

資産合計 39,183 38,117
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(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年１月20日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年４月20日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 5,794 5,104

1年内返済予定の長期借入金 1,002 1,250

未払法人税等 492 876

賞与引当金 387 672

役員賞与引当金 9 9

ポイント引当金 220 188

その他 2,429 2,229

流動負債合計 10,336 10,332

固定負債   

長期借入金 1,645 2,292

退職給付引当金 25 23

役員退職慰労引当金 398 376

資産除去債務 511 －

その他 1,250 1,319

固定負債合計 3,831 4,011

負債合計 14,167 14,343

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,522 1,522

資本剰余金 2,924 2,924

利益剰余金 20,558 19,313

自己株式 △0 △0

株主資本合計 25,006 23,761

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 10 12

評価・換算差額等合計 10 12

純資産合計 25,016 23,773

負債純資産合計 39,183 38,117
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月21日 
 至 平成22年１月20日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月21日 
 至 平成23年１月20日) 

営業収益 － 77,886

売上高 74,479 77,133

売上原価 55,627 58,239

売上総利益 18,851 18,894

その他の営業収入 － 753

営業総利益 － 19,647

販売費及び一般管理費   

役員報酬及び従業員給与・賞与 6,916 7,045

賞与引当金繰入額 364 387

役員賞与引当金繰入額 9 9

退職給付費用 73 96

役員退職慰労引当金繰入額 26 23

法定福利及び厚生費 808 874

販売促進費 1,278 1,343

ポイント引当金繰入額 168 220

水道光熱費 1,291 1,405

消耗品費 567 398

清掃衛生費 513 541

地代家賃 1,108 1,145

減価償却費 1,212 1,225

その他 1,965 1,954

販売費及び一般管理費合計 16,303 16,671

営業利益 2,548 2,976

営業外収益   

受取利息及び配当金 30 29

補助金収入 21 29

再商品化委託料精算金 18 8

その他 61 56

営業外収益合計 132 123

営業外費用   

支払利息 43 35

その他 2 6

営業外費用合計 45 42

経常利益 2,634 3,058
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(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月21日 
 至 平成22年１月20日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月21日 
 至 平成23年１月20日) 

特別利益   

固定資産売却益 － 1

受取保険金 － 5

違約金収入 9 2

その他 － 0

特別利益合計 9 9

特別損失   

固定資産売却損 2 2

固定資産除却損 7 7

減損損失 13 －

投資有価証券評価損 0 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 226

その他 － 6

特別損失合計 24 242

税金等調整前四半期純利益 2,619 2,824

法人税、住民税及び事業税 868 1,222

法人税等調整額 254 38

法人税等合計 1,122 1,261

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,563

四半期純利益 1,496 1,563
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【第３四半期連結会計期間】 

(単位：百万円)

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成21年10月21日 
 至 平成22年１月20日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成22年10月21日 
 至 平成23年１月20日) 

営業収益 － 26,194

売上高 25,302 25,938

売上原価 18,767 19,474

売上総利益 6,535 6,464

その他の営業収入 － 256

営業総利益 － 6,720

販売費及び一般管理費   

役員報酬及び従業員給与・賞与 2,098 2,130

賞与引当金繰入額 364 387

役員賞与引当金繰入額 3 3

退職給付費用 24 32

役員退職慰労引当金繰入額 6 7

法定福利及び厚生費 255 286

販売促進費 348 308

ポイント引当金繰入額 168 220

水道光熱費 455 475

消耗品費 243 99

清掃衛生費 199 204

地代家賃 378 381

減価償却費 445 423

その他 651 630

販売費及び一般管理費合計 5,644 5,591

営業利益 890 1,129

営業外収益   

受取利息及び配当金 9 10

補助金収入 12 8

その他 15 17

営業外収益合計 37 36

営業外費用   

支払利息 15 11

その他 1 －

営業外費用合計 17 11

経常利益 911 1,154

株式会社ユニバース　（3078）　平成23年４月期　第３四半期決算短信株式会社ユニバース　（3078）　平成23年４月期　第３四半期決算短信

-10-



(単位：百万円)

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成21年10月21日 
 至 平成22年１月20日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成22年10月21日 
 至 平成23年１月20日) 

特別利益   

固定資産売却益 － 0

受取保険金 － 5

違約金収入 7 0

特別利益合計 7 6

特別損失   

固定資産除却損 － 1

減損損失 13 －

投資有価証券評価損 0 －

その他 － 6

特別損失合計 13 7

税金等調整前四半期純利益 904 1,153

法人税、住民税及び事業税 166 309

法人税等調整額 210 187

法人税等合計 377 496

少数株主損益調整前四半期純利益 － 656

四半期純利益 526 656
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月21日 
 至 平成22年１月20日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月21日 
 至 平成23年１月20日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 2,619 2,824

減価償却費 1,212 1,225

減損損失 13 －

のれん償却額 41 41

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 △0

賞与引当金の増減額（△は減少） △373 △285

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △4 △0

ポイント引当金の増減額（△は減少） △8 31

退職給付引当金の増減額（△は減少） △2 1

前払年金費用の増減額（△は増加） △140 6

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △3 22

受取利息及び受取配当金 △30 △29

支払利息 43 35

投資有価証券売却損益（△は益） － 0

投資有価証券評価損益（△は益） 0 －

固定資産売却損益（△は益） 2 1

固定資産除却損 7 7

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 226

売上債権の増減額（△は増加） 22 △38

たな卸資産の増減額（△は増加） △302 △304

仕入債務の増減額（△は減少） 696 690

その他 137 325

小計 3,930 4,781

利息及び配当金の受取額 7 9

利息の支払額 △44 △34

法人税等の支払額 △1,381 △1,591

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,512 3,165

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 － △500

有価証券の取得による支出 － △104

有形固定資産の取得による支出 △2,572 △599

有形固定資産の売却による収入 0 31

無形固定資産の取得による支出 △177 △88

投資有価証券の取得による支出 △6 △489

投資有価証券の売却による収入 － 2

差入保証金の差入による支出 △156 △13

差入保証金の回収による収入 97 97

その他 △1 1

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,815 △1,663

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 1,800 100

長期借入金の返済による支出 △1,134 △994

自己株式の取得による支出 － △0

配当金の支払額 △325 △315

財務活動によるキャッシュ・フロー 339 △1,210

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 36 290

現金及び現金同等物の期首残高 5,475 6,133

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,511 6,424
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

当第３四半期連結会計期間（自 平成22年10月21日 至 平成23年１月20日） 

該当事項はありません。 

 

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月21日 至 平成23年１月20日） 

該当事項はありません。 
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